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Tl－e eggS，larvae．juveni王es and you喝 Of threeline gru姉 撤γ叩γgざ～～pom点  

れ眉－！だ8わ〃，l（Pisce5：fjaemulidae）are deseribed based on5Peeimens rearedin the  

Fislleries Researc】lLabo柑tOry，Mie UniveltSity from fer川ized eggs spawned 王n  

tankin june1983．  

Ferti】ized eggs，meaSuring O・78…0．85mmin diameter，Were bouyant，SP】1erical，  

and transparent．Yolk was segmented partly and contained a singlc oil如bu王e．  

Hatchi帽OCCurI・ed28to30h aぎter叩aWni汀gWhenincubationtempe柑tureS ranged  

from 20・5to21，5℃．110tallengtIIS Of new】yIlatC】1ed】arvae ranged froml．50to  

l牒5mm・王n yolk州5aClal・Vae，a Sing】e oilglobu】e rested oninfra仙pわsterior por－  

tiol10f yolk sac．anus opened away from yolk，and xant】10phol・eS developed on t‡le  

dolすSaland anaImargins of fjnfoId． Yolk and oilglobule eo汀叩1etely abso王▼王）ed  

tllree Or four days a鉦e‡、hatc王Ii哨，and t】1elarvae became preflexion stage．Noto・  

Chord flexedin specimens of ca．5．5mmin totallength（TL），19days after hatch・  

ing・Number of f5nray＄COmpietedin speeimens of（川し】2mm TL．and they became  

juveniIes．Scales appearedin specimens of ca，16mm TL．Squamation was almost  

finis】1edin specimens of ea．35mm TL．and tlley Cl柑nged to young．Specific  

】ongitudinalbands were started紬 rormin juveniles aれd comp王etedin young‘  

’r】－e bands appearedin smaller speeimens of reared juveniles than t】10Se Of wild  

U11PS．   

’】、】1tI）；lrVaeL rLnd ju＼・e11iIes oflhiさ 叩Cぐies rcstlml））c Lll（一SC O（fl：＝リT，LLI棚J川Imi＝・i  

＊附属水成実験所（Fisl】eries Reseal・Ch‡Jaboratory，Mie Univershy．W乱酔勘 Shima，Mie517－07〉  
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and Oγ～んopγJぶ～fざCんγ）′β8p紬γ∂rather than those of ダJどぐれけわJばんiJβpfcJt‘βand P．  

rJJJrJ打∫．  
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イサキの初期生活史に関する研究ほ神谷（1922）や水戸（1963）による人工授粕卵の発生と醇  

化仔魚の詑軋 および内用（1929）による天然稚魚の紀戦がよく知られている。このほか安牒ほ  

か（1962）や阿南（1963）も人工授相即や媚化仔魚の写裳を摘赦している。しかし，現在まで本  

樅の各発育段階を連続的に記録した報告はなく，特に形態的変化の大きい前期仔魚以降稚魚まで  

の形態はほとんど知られていない。   

本研究でほ前報（木村・有瀧1985）によって得られた水欄内自然産出卵を約1年間飼育し，卵  

から岩魚期までの外部形態の形成過程をl明らかにした。  

爽 験 方 法  

供試材料 本研究に用いた卵はすべて前轍のA群（1983年爽倣群）によって産出されたもので  

ある。卵内発生ほ6月10日，11日，231ヨおよび24日産出卯を，また仔稚魚の飼育は6月8日およ  

び川日産出卵を使用した。   

卵内発生 簸卵ネット内に流入した卵は20暗から23時の間に数掛取上げ，500盟熟色円形水槽  

内に垂下した卵管哩ネット（ゴース和弘 45×45×45cnりに収容した。沈降卵は可能な限り取灘  

いた。飼育水は止水とし，ネットの外から弱い通気を行った。観察用の卯は1亀ビ柵カーあるい  

は5£ガラス容器憐で発生させた。飼潜水温は20．5～21．5℃であった。   

仔稚魚・驚魚の飼育 姉化2日後までは卵管埋ネット内で飼育し，その後ネットから出し，500  

鋸賂色円形水槽内で酵化40日後まで飼育した。水槽内への通気は初潮にはごく弱くし，順次通気  

盈を増加させた。注水は畔化2日後から毎分16mg行い，これも順次増加させた。   

媚化40日後から74EJ後までは10トン陸上コンクリ…ト水槽内に設置したモジ絹製ノ」、劉生筆（90  

×90×90cnり で飼育した。この間の注水畿は森分55£であった。酵化74日後から407日後までは  

ナイロン製梅雨小渕生黎（目合5mm，1．4×1．8×2，4m）内で飼背した。   

餌料 醇化2日後から飼潜水に海底クロレラ CんJoγe～～∂Sp．を添加し，パン酵母S8CCん∂γ0一  

肌γCeぶCeプ■机流汗鋸や海産クロレラで培餐したシオミズツポワムシ動Ⅵ混㈹那p掠扉鉦を10個体  

／m£程度の密度で与えた。給餌開始から2別間はマガキCγa…β汗e∂ggg8βのtrochopl－Oreも合  

わせて使用した。醇化17日後から，Aγ～e用言∂ざ∂～わ18のnaupliusや天然動物プランクトン（nauplii，  

copepodids，harpacticoids，dc8γ£g∂SpP．，Oggん…Spl）り ZOea如vaeなど）を，また即事化  

28日後からはタイ稚魚用配合飼料をイ井用した。畔化40日後からこの配合飼料を1日3回与え，  

卵芋化48甘接以降は魚肉ミンチ（マイワシぶ∂7・dgれOpぷ 椚eg∂7｝0ぶ苦言c如，キビナゴ執椚由細浦翫  

gγ∂C～gfβ）と配合飼料に少巌の乾燥アオノリ E柁～だア0ガ削がlぞJ∂SP．を添加した混合囲料を与えた。  

混合糾料の給餌回数は酵化93日後までは1暮ヨ3臥102日後までほ2臥 その後は1園とした。   

観察と測虎 魚体の観察は無作為に摘出した8個体をエチレングリコールモノフェニールエ…  

テルで腕押して行い，剛引こ全長を測定した。その後，機本を5～川％中性摘水ホルマリンで固  

定し，全長や卵賛成（卵黄前線から稜線までの麗線距離）の測定を行い，娘や鰭灸の観察のため  

にアリサリンレッドSで染色した．   

本棟の卵や仔魚にほ通常の墨色賽よりもはるかに淡く，固定によって完全に脱色される鼠色賽   



イサキの個体発生  195  

糸色紫が存在する。ここでばこの色素を通常の鼠色素と区別し，藍色発とした。   

仔稚魚の発育撲陛ほKENDALL et al．（1984）に準拠した。  

結 果 と 考 察  

卵内発生 授相即はほぼ球形で，麗径0，78－0．85mm（平均0．83mm），卵膜に特殊な構造はなく，  

卵膜腔は狭い。卵鶉は無色で表面に亀裂がある。油球は単一で，その麗径ほ0．18－0．20mm（平均  

0．19mm）であった（Fig．1A）。   

授精40分後，2細胞期（Fig．1B）。55分後，4細胞期（Fig．1C）。1時間20分後，8細  

胞期（Fig．1D）。1時間45分後，16細胞期（Fi臥1E）。2時間10分後，32細胞婚ヨ（Fi臥1  

F）。5時間後，煤塵塞が盛」こがり，胞肱腔が形成され胞胚封捌こなる（Fi凱1G）。9時間35分後  

胚鮨の周辺潮が肥摩し，肱環の陥入が始まり，洩胚期になる（Fi臥：‖†）∴捌馴糾5分後，肱体  

が形成される（Fig．1I）。15時瀾掴5分後，原‡」が閉触し，眼胞が形成され，KupFFER胞が出  

現する（Fig．1J）。18時間20分後，筋節数7，胚体や油球およぴその周辺の卵栄上に槻粒状黄  

色紫が出現し，さらに瞳休背面や油球，卵賞上に顆粒状藍色紫が出現する（Fi凱1K）。22時間  

20分後、筋節数ユ5，眼胞に水晶体が出現し，黄色紫および藍色紫ほ樹枝状に変化する（Fig．11．）。  

26時間40分後，心臓の鼓動や胎動が起り，尾部には膜鰭が出現する。KupFFER胞が消炎する。  

28時間20分後，網化が始まる。   

前期仔魚期（yolk－SaCIarvae）婿化か引諸口までを前期侍域化した。飼育水温は19．0～21．5  

℃であった。   

醇化麿後：全長1・5tト1．65mm（平均1．5融Im），筋節数9＋16ニ25。卵黄長は全長甲約53％。卵溌  

の前端ほ吻より突せすることほない◎ 卵黄土に亀裂がみられる。油球闇網化前と同大で，卵黄の  

綾下方に位置している。頼粒状溺色素は吻や頭頂部，眼球，頸部，休漁部背面，背膜鰭中央部  

腎隙賂肛門後方，卵黄表面，および油球上に散在する。特に油球上にはすでに樹枝状の鶉色素も  

みられ，また尾部中央部の体表には黄色素の′粁状発現がある。これより後方にはいずれグ）発育躇  

階でも黄色素は出現しなかった。藍色素ほ頭頂部や休符動 体腹面肛門聞込，卵賽東面，テ郎求上，  

馴染鰭中央部，腹膜鰭肛門前方に存在している（Fi臥 2A）。   

仔魚烏水槽内に山様に分布し，水面に蛸兼することはない。浮遊姿勢は腹側を土にし，頭部を  

斜下リブに向け，ほとんど効かない。接触剥離に対しては，体を振動させ下方に沈む反応を示した。   

畔化5時瀾後：全長1．78～1．95mm（平均1．89mm），毎方節数ユ1」】・18＝ニ29。尾部が伸長する。窮色素  

は順粒状から樹枝状に変化し，さらに密度を増す。黄色素は骨膜鰭縁辺で塊状をなL，油球表面  

のほぼ全域を覆うようになるむ新に体中史郎背面および版画および脳膜鰭に黄色塞が出現する。  

藍色紫に顕著な変化はない（Fig．2Ⅰ3）。   

開封ヒ12時間後：全戊2．ユ0～2．15mm（平均2．13mm），筋節数11＋18ニ＝29。卵深長は全長の約32％  

となI），吻は卿宣蔓㌍より前‘方に突親している。膜鰭ほ中央部で隆起し始める。樹枝状鶉色糸ほ密度  

を増し，糾に消化管に出現する。藍色素に変化ほない。順粒状累色素が眼球上方および前方に出  

現する（Fig．2C）。   

醇化j．即射粧後：全長2－20～2．40nlm（平均2．30mm），筋節数1トト18ニニ29。卵黄虜は全長の27％，卵  

黄の先端ほ眠劇中央1筐麺二下まで後退する。卵賛上の亀裂が消失する。黄色素は軌箋‡；や尾部後方をi除  

いた膜鰭縁辺部で著しく発達し，帯状を里する。体背面や卵黄上の藍色素は減少する（Fig．2  

1）1，   
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F癌．1．Development of eggs5即日Vnedin tank・Wa如temperature ranged rrom20・5to21・5℃・  

A，fertilized egg newly spawlled．B，2－Cellstage，4帥－in after spawni略 C，4wcell  

stage，55min．D，8－Cellstage，＝－20min■ E，16山eellstage，1h∠i5min・F・32…Cel】  

sta紬2hlOmin．G，brastula s舶e，5－－・軋gastl・ula stage・9h35min・Ⅰ・formationof  

eml汀yO，14h45n血．J，formations of eye and Kリー叩FE－i－＄VeSicles・15l－45min－ K，7隕  
myotome stage，aPPearanCe Or granular xanthophores，1紬20min・L・15wmyotomestage・  

appearance oflensesin eye vesicles，Xilnthophores bl・anChed，22l－20min・   
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F痩．2．DevelopIⅥent Of yolkmsaclarvae．ScalesindicateO．2m恥 A．Ⅰ－e、Vly‡ⅧtC主Ie（llarva，  

myotomes 9一書－16＝ニ25．yolk partly segnlented，Oilg】obuje rested oninrra州pOSterior  

portion or yollくSaC，numerOuS granulal・Xanthopl10re＄OllIlead，Centl・alpol、tion of tail，  

∈1nd（】ol、salfinfold．bl・ヱInCiled xant】10Phores ollOi】globule，281120min after spawnin臥  

1．7mmin totallength．8，yOほ拙SaClarva，myOtOmeSlトト18ニ＝29，granu】ar xant】10phores  

cha咽ed to bra†lChed ones 王Ind developed，5llafterIl；lとChing，2．1m吼 C，yOlk冊SaClarva，  

即anulal・melanophores onllead，12h，2．2mm．D，yOlk－SaClarva，Segmentatio†10f yo】k  

disap【）eared，dol・Saland anヱlIfinrolds developed，ほh讐 2．5mm．E，yOIk血SaCla王・Va．  

rudiment（）f moutllfoI▼min臥1day，2．7m軋 F，yOlk肋SaClarva，formation of pectoral  

fins．xanthop】10reS dwindled，melくInOP】10l・eS deve‡oped on anterior and posterior margins  

of eye and digestive tract，2days．2．8mm．   
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神事化1日後：金成2．25～2．38mm（平均胤34mm）。消化管が発達し，lコの原基が形成され始める。  

膜鰭は体中央郎で隆起し，葉状を里する。黄色紫は眼球上で密度を増し，尾部中央の黄色素常ほ  

膜鰭まで広がる。樹枝状牒超腐は漁都前面や吻，油球前面，卵黄前端灘に，また順粒状書誌色素は  

眼球前縁および複線，消化管捌姻iの背面および腹面，体中史郎背面，肛門蔽彼の尾部背面およ  

び腹面，尾部中央部の背簡iおよび腹耐，脊索末端に分布する。藍色兼はかなり減少し，頭部や顆  

郎常軌 卵黄前私 消化管層曲部にのみ分布する（Fig．2E）。   

この時期になると，仔魚は背面を上にし，頭部を釣下方に向けて定位するようになり，刺激に  

対してかなり鋭敏に反応するようになる。   

卯封じ2日後：全戊2．66～2．71mm（i】均2．69mm）。馴包後方に胸騰が出現する。消化管がさらに発  

達する。全体に黄色素は減少し，特に酬更餐馴二1二門後方でその槻向が著しい。熟色紫は眼球前縁お  

よび稜線や消化管璧で密度を増す。藍色紫ほほぼ完全に消粟する。に慨の形成が進行するが，未  

だ開†二lしない（Fig．2F）。   

前屈曲期仔魚（pref‡exioniarvae）開口から脊索差引軌までを前職曲期府側とした。飼育水温は  

20．0～23．0℃であった。   

卿字化3日後：全長2．7ト2．80mm（平均2．77mm）パ網＝する。眼球全備に難色塞が沈着する。   

媚化4日稜：全段2．83～2．90mm（平均2．85mm）む油球は完金に吸収され，す胞甘は〈発達する。  

頭部お，よび膜綿上の黄色素は減少し，体腹面，消化管腹面の鼠色塞が増加する。さらに，肛門波  

前の腹膜鰭には塊状灘色衆群が出現する（Fig．3A）。   

この時鋤から仔魚は群を形成して遊泳するようになる。   

8酎ヒユ＝ヨ後：全夜4．00～4．15mm（平均4．07mm）。鼻孔が形成され始め，敵組儀摘■前線および接線  

に各3搬出現する。すべての膜鰭は退化楯向せ示し，逆に休商は商くなる。脊索末端下面に尾鰭  

原基が出現する。黄色素ほ体背面や曹膜鱒の前プぎ緑乱 j馴莫鰭縁辺，瞥瀾ほ馴二1二門後方および硝化  

管背璧に分布する。塊状墨色灘が下顎先餓や衡雛鋸巨1摘瀾節鮎パ雛則’下葺乱 休機瀾；下私  

腹膜磯緋l二門前方，消化管背璧，尾部腹面，尾鰭原魔烏有粛する（Fi凱 3B）。   

屈曲期仔魚（刊exionlarvae）脊索が屈曲中の躇磯を閤両用椚す魚とした。飼育水温20．0～22・0  

℃であった。   

晰化19r‡1後：全長4．9～S．1椚（軍靴．5mm）。全長5．5…前後で脊索末端の塙用わカ憫始される。  

全長6．7mmの個体でほ尾鰭に軌条が出現し，分節も認められる。全長6m付近で、尾部や東灘憫  

に曹鰭原基か＼また瀾臓ほに隊鰭原基が山塊する。前轍龍′別線は強大で前縁4絶後緑6紙認めら  

れる。i書、㌢…紐蕊桝こも純が出現する。触条骨が出現し，軋‡二顎骨に7本のi二】j錐歯がある。紫色黄ば  

ほぼ完全に消失し，毀色塞が新に脳聞に出現する（Fi凱 3C）。   

この時期に研朝がシオミズツポワムシからよI日付阻の動物プランクトンに移行する。   

後屈曲期仔魚（postflexion‡arvae）脊索屈仙後各鰭灸総数が定数に連するまでを後備川棚獅子  

魚としたび飼潜水ぎ嵐は21．5～23．5℃であった。   

卯芋化21日筏：全長6．5～8．6mm（平均7月mm）。各楯の形成が急速に進有する。背鰭姶部赦下に腹  

鰭が出現し，尾鰯が円形から裁形に変化する。膜鰭ほ退行し、腹膜鰭が消失する。しかし，未だ  

不対鰭ほ膜鰭で連続している。背鰭や隊鰭に鰭条が出現する¢ 外鼻孔にくぴれが生じる。後榊j頭  

骨煉と上擬鎖骨漱が山塊するG下駄蓋悩にも触がみられるが，これは出現しない個体もある。黒  

色塞は上顎に出現するが，全体として退行傾向か儲められる（Fig．：3D）。   
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ノ川脚昭伊轡叩㌣㍗て㌣  
●一ヽ   

Fig．3．Development of pl・eflexion，f】exion，之Ind postflexion】aI・Vae．ScaIe5indicate O．5mm．九  

prefIexionla】、Va，mOuth opened，yOはand oiI扇obu】e absol・bed，‡Ⅵelan叩hores developed  

On peIvic finfo‡d jusと befol・e～lnuS，4day＄，2．9mmin totallengt‡l．B．preflex50nlarva，  

nostri‡s forming．preopereulal・5Pines appeal－ed，fi】1fo‡d dwi11dled．rud≦ment of caudal  

fi－－ forlⅥed，11days，4．0帆 C．flexionli11・Va，nOtOC】10l・d flexing，】・u（i妄ments of  

doI－S呈11and analfins appeared，Caudalrays rol・med，inとel、Opereular spine and branchio・  

StegaIs appea！・eれ！）remaXillalVilh seven conic三1】teeれ xanthopllOreS almost（】isappeal・ed，  

19days，6・7mm．D，pOStflexiollIal・Vヱl，pelvie fiれS apPeared，Caudalfin changed from  

Circalto truncate，dorsai，anala‡1d pectoralfil汀岬S forming，Pelvic finfoほ（lisappeared，  

POSttemPOraland sul）raCleithrumlVit！lSpines，nlelanophores（ilViれ朋ed．21days，8．6mm．E，  

POStrlexionlal・Va－ finfo！d compIetely disappeared，tOta】number of fillray5 COmpl（さte（lex・  

c叩t Pelvic、25days，＝．5mm．   
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畔化25日後：金成9．4～12．2mm（平均10．9mm）。不対鰭が完全に独立し，膜鱒は尾柄部のみ存在  

する。腹鰭以外の鰭では鰭粂総数が定数に達し，分節が開始している。尾鰭複線の湾入が始まり，  

尾鰭鰭膜内に突出していた脊索末端が遇凝する。黒色紫は頭頂部で増加する（Fig．3E）。   

この時期の仔魚は活発に遊泳し，サンプリングの際の手綱から機敏に逃避するようになる。   

稚魚（juve刷es〉各鰭の鰭粂総数が定数に達した後，体がほぼ完全に被鰊するまでを稚魚とし  

た。飼育水温は22．3～28．0℃であった。   

坤竿化29tヨ後：全長11．0～12．7mm（平均12．1mm）。背鰭‡軋17，腎鰭Ⅰ王，9，尾鰭9＋Bニ17，胸  

鰭18，腹鰭1，5。各鰭の鰭粂総数は定数に達している。各歌粂に分節がみられる。背鰭楓グ）形  

成ほ未だ不完全である 。体側にイサキ特有の暗色縦帯が形成され始め，頭頂部から興部を経て背  

鰭他部まで，および痴端から眼を過i）尾鰭議転成まで体中央を縦走する2ガ具色素幣が形成される。  

墨色糸はこのほか，背鰭第1から第6絶間の緒膜にみられる。外鼻孔が前後に2分される（Fi臥  

4A）。  

F癌．4．王）evelopnlent Of juveniles and young．SぐaIesiIldicaとelmm．A，juveniIe，tOta‡number  

of finI・董IyS COmPleted，dol・Sa‡Ⅹ軋17，anaIll，9，Cau（la‡9＝18ニ17，peCtOl・ilI18，and  

pelvicl，5，dol・Saland allalspinesiIICOmPlete．叩eeificIongiとu（王inaIdal▼k dands be・  

郎川tO form，29days，12．5mmin total】ength．B．juvenile，i）Ody par‖y scaled，（lol▼Sil呈  

and三Ina！sp；nes eo叩）1ete（i，Segmellは損ⅢOf nm明博 almosとfinislled，Caudal；lnd j）elvic  

finrays pヱ11tt】〉r branciled．guanophore appeared，46daさrS，19．4mm．C，yOur嶋，Squa！れation  

alnlOSt fini＄hed，finrays except do†、salbra11Clled．t‡1reelo王IgitudinaIbands compIeted．  

（う5days，35．Omm．   
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体側暗縦帯が形成され始める全長12mm前後になると，水槽内での遊泳層が表・中層から底層へ  

変化する。このような体の斑紋形成と生活様式の変化はタロデイ Aca乃血pagγ祝5βCんJegeJgや  

マダイ アagγ祝5m∂ノ0γ，チダイ E叩れれよぎノ叩0れgCa，イシダイ OpJeg兜∂血5恒cね言祝5 などで  

も報告されている（FuKUHARA1977，福原1978，福原・伏見1981，福所1979）。   

全長16～17mmになると，鯉蓋上端後方，および背鰭基底後端直下の体中央部に側線鱗が形成さ  

れ始める。   

肺化46日後：全長18．0～21．7mm（平均19．5mm）。各鰭軌条はほとんど分節が完了し，腹鰭や尾鰭  

では分枝が開始している。背鰭辣や腎鰭娘が定数に達する。前後に分離していた側線鱗が連結す  

る。側線下方で被鱗城が広がり，体表の半分程度が鱗で覆われるようになる。体側黒色素の密度  

が増加し，色素帯が明瞭になる。新に背鰭軌条部や腎鰭妹部，尾鰭鰭膜に黒色素が分布する。塊  

状guanophore が背鰭軌条基底部，尾柄背部，および尾鰭基底部に出現する（Fig．4B）。   

若魚（young）体がほぼ完全に被鱗した後満1歳までを若魚期とした。飼育水温は10．4～30．0  

℃であった。   

媚化65日後：全長34．6～36．8mm（平均35．3mm）。背鰭以外の各鰭軌条で分杖がみられ，腹鰭では  

分杖が完了する。体は完全に鱗で務われ，側線が明瞭に認められる。前紙蓋骨後緑妹は成魚と同  

様に鋸歯状を呈する。背側暗色縦帯がさらに上下に2分し，3暗色縦帯が完成する。胸鰭は上方  

の軟条が伸長し，外縁が円形から三角形を呈するようになる（Fig．4C）。   

人工授精卵・僻化仔魚および天然稚魚との比較 卵内発生や卵芋化仔魚の形態を神谷（1922）お  

よび水戸（1963）と比較した。卵内発生の経過時間はそれぞれ環境水温が異なっているために，  

若干の相違があるが，基本的な発生過程は全〈同様であった。卵内発生中に出現する黒色素系色  

素を前述の理由により，ここではすべて藍色素とした。したがって，これらの報告の黒色素をす  

べて藍色素と読替えると，この色素の分布にも大きな差は認められない。なお，神谷（1922）は  

藍色素を黒色素の起源と述べているが，ここで観察した限l），そうではないように思われた。黄  

色素の分布はこれらの報告と一致している。   

媚化直後の仔魚の全長は神谷（1922）とほぼ同大である。神谷が報告した卵字化付魚は卵黄が吻  

端より前方に突出しているが，本研究で観察した限l），卵黄が頭部より突出した卵字化仔魚は認め  

られなかった。水戸（1963）が記載した仔魚は本研究結果よりもわずかに全長が大きいが，発育  

過程に差は認められないようである。   

黄色素の分布状態はこれらの報告とほとんど相違ない。また，これらの報告の黒色素を卵内発  

生と同様藍色素に読替えると，この色素の分布にも差は認められなかった。   

稚魚期以降の鰭の発達や暗色縦帯の形成過程は基本的に内的（1929）の記載と一致する。しか  

し，暗色縦帯は本研究の人工種苗稚魚の方が小さな体長で形成きれ，全長で約3～4mmの差が認  

められた。著者らが行ったアマモ場の調査（木村ほか1983）で採集した三重県産稚魚（全長13  

～29mm）グ）縦帯形成は内国（1929）の記載とほぼ完全に一致していることから，人工種苗稚魚は  

天然推知二比較して，明らかに′トさな体長で縦常形成がおこると考えられる（Fig．5）。このよ  

うな規範はマデイやクログイ，へダイ Spaγ祝ざざ∂γ占∂，スズキエaね0γ∂占γ∂ごノapoれよc祝5 でも知  

られている 日計原・同行1978，木下1983）。このような現象がおこる要因として，飼育環境の  

光の量や質および囲料の質が考えられるが，詳細は不明である。   
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F痩．5．Col叩arison of pigmentation between wild juvenile（top〉andl・eared one（bottom）．  

イサキ科魚輯の卵および仔稚魚の比較 本科魚叔の初期生活史は断片的な報告を含めて15椎程度  

知られている（Tablel）。‡ヨ本渡イサキ料魚努‖ま赤崎（1984）によると，4偶19械に分類されてい  

る。このうち，付稚魚の紀減があるのは3属5種で，‡ヨ本渡ミゾイサキ偶についての報告はか、。   

Tab‡el．Refel・enee to early】ife hisもOry Of Haemulidae．Figuresindicate t】1e authors  

shown beIolV  

Eggs Yolk－SaC Preflexion 王rIexion PostflexionJuve11‖es  

〃〃川川／√川J）J…‖‘＝・〆  

りr〃川J‖1－∫／J■∫（りけ1・∫叩J（・川  

鞠郁兢里Ⅷ 叩p．  

C（用Odo7i～10ムJどょぶ  

．、l〃J細けL〃川Jl・亘打…■（・…  

．Y川J■上り佑ド（Ⅷ／小川l■仁り∫h  

〃／（▼ぐJり「恒りけ／川メJ〉ノーぐ／JJ、ヾ  

川t－（・／りrJり・‖r／＝＝ヾ 一∴■〃（・J〟、ヾ  

川（・ぐハ＝・／リリI（り川∫ Sl）．  

J凡叩「川胴JノJぐ／．1  

1  1  1  1  1  1  

2  2  2  2  

3  3  

・1  

5  5  こ）  5  5  

Ji  

6  6   

7  7  7  7  

1
 
 

6
 
7
 
3
 
3
 
 

0
 
 

0
 
 

3
 
1
 
 鍋肌甘沈痛如㈲だ け漬如加納托 8 9，10 8、9，ユ0  9、10   10  

J）．・＝∵りり・J日中刷t・l／‖‖両／（・  l二  1ご  

釣朝品甘沈痛押裾＝極抑  

〃apJiJ¢ge7まプg ガ1〟Cr州油Jβ  13  13  13  13  13  13  

／ん押／りざ川．＼，∫J！ナナ川メ  1・l  

1，SAKSI三NA and RIC‡ノ‡A王モDS（1975）；2，Wノ汀OSON（1983）；3，LE王S and RENNIS（198：汀  

4‥Jo11NSON（198頼 5，Po’Ⅰ、’rHOFF et al．（1984）；6，一重0IiIl■A and KAllr射IA‡ミA（i982）；  

7，】くOBAl′ASH】aIldI軋舶王（）－‡’0（198柚8，KAMIl′A（1922）；9，MI′llO（1963）；川，tlleSe au・  

thors；11，UcIlfDA（1929）；12，．pO‡）OSINNIKO＼′（1976）；1：う，StJZUKlet aI．も1983）；  

抽（北門胴拍仁闇削．   
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セトダイガ叩∂擁eク1′ツぶ別保Cγ0花油↓β を除く5轍の卵はいずれも卵径が0・8mm弱から1mm弱で，  

単…一の油球を持つ浮悦郎である。これらほは体上の色素胞や卵敢の色，卵黄東面の亀裂などにい  

くぶん差興が認められるが，園冤櫻本ではこれらの形償Ⅵ大部分が消失し，級別は不可能であろ  

うと思われる。セトデイは卵接がやや大きく（1．22～1．25mm），また多数の油球を持つことで他の  

イサキ科卵と大きく輿なっている。   

前脚子魚の記載がある7種ほいずれも肛門が卵黄から離れて開lコしている。肛門の位置ほ  

ふ法相細川臥ざ再相加永別でほ体中史郎より前方，その他の6樵では後方である。油球は記織の  

ないA．野よプ・gょれgC忍ぶ を1舞いて，すべて単一である。しかし，その位叢ほ∴肌ほ酢最鋸LがM痛打  

やコロダイアょだc㍑け・んγ7‡．Cんそ‘ざ㌘ざc如，コショウダイア～だC拍γんγ氾C／も祝ざCわ㍑£㍑ぶ では卵祭の前方，  

イサキや㌘椚・勘椚・ょぎ王宮pOmaんぞ川とg～eおよぴセトデイでは後方である。また，イサキ前期仔飽から  

前屈曲期仔魚にみられた膜鰭縁辺部に紫色塞が密凝する現象は他の6梯では知られていない。   

イサキ前屈曲期仔魚から後屈糊付魚は体表の異色磯が少ないこと，後関節骨00升馴媚節部や肛  

門蔵前の腹膜鰭に明瞭な鼠色塞がみられることなどによって特徴づけられる。コショウデイ属の  

2枚は体表に累色塞が多く分布し，またセトダイは上後頭骨の骨繋隆起があることによってイサ  

キと明僚に区別できる。しかし，イサキは体表の墨色磯が少ない点で，軋p～1川最せ再や0γぶ0－  

J・∴ヾ∵－ト・・√・．、＝J小′．・、∴ ∴J・∴・い・、・J‥＼∴｝いご・‥、・J・．・・‥・・J・・・・・い、ノノ、√tこト・，・・川・！∫・・・t・J√t・ト～い  

d8ぶツざSp．とよく燕似している。このうち，0．cす†プβOp紬γaやか．pfc～a とは熟色素の分布パ  

ターンがかなり相異しているが，これ以外の4桟とは明瞭な相違点ほない。   

椎魚期についても仔魚期と称械の形鷹でイサキとコショウデイ属およびヒゲデイ属魚煉ほ輿な  

っている。また，CoヶiOdけ乃醐ゐ～ggぶやm削血判塙東町胴＝再朋 でほコショウダイ属魚顆と同  

様，体表に累色塞が多いことや，A．山里直流†Jざでは尾鰭基底部に紫斑があることなどでイサキ  

と輿なっている。一方刃＼両脚流血や0．crグざOPgeγ∂，Po閏ad∂ぶツ∫Sp．は仔魚期に引続いて  

イサキとよく類似し，特に前2糀では体側の暗色縦脚】ラ成パタ仰ンもよ〈血致している。   

このようにイサ針仔稚魚は針本塵コショウデイ属およびヒゲデイ属免租とはかなり明確に識別  

できる。しかし，オ…ストラリアのぞ偏紬ゐ叩ぶ叩．とはよく類似していることから，日本鹿ミ  

ゾイサキ属漁労ほも晰以している可能性は高く，これらの幼期の紀職がない現状でほ，これらの  

級別がどの程度可能であるかば不l明である。  

，Jo楢SON（1980）はイサキ科にヒゲデイ属を含めていないが，確かに幼期の形灘についてもヒ  

ゲデイ属は他のイサキ料魚粉と著しく相違している形質が多い。   

またイサキはコショウデイ亜榔こ含まれているが（松原1955‥Jol－INSON1980，赤崎1984），  

幼期，特㍍酌瀾瀾瀾㈹雄から稚魚の形態は前述のように同亜料のコショウタイ属魚顆はりもむし  

ろ，Haernulinaeの〃．7プgl～椚ねγgや0．止甘叫頼肌などとよく顆似、している。  

要  約   

1983年に三発火学水産学部附属水魔実験所において水槽内自然産卵させたイサキ卵を約1年瀾  

飼育し，卵から岩魚までの外部形態形成謎瀾を観察し，次のような結果を得た。  

1．授棉卵は球形で卵楼ほ0．78mm～0諸5mnl，卵黄は無色で表面に亀蘭があった。榔刺ま単仙▲であ   

った。  

2．授約後40分で節1細胞分裂がおこり，28～30時間後に酵化が始まった。  

3．帰化付魚ほ全長1．50～1．65mmで，3胃後に卵瀦を収収し，開潤した（金蔵2・71～2・80mm）。全   
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慮約5．5mmで脊索末端が矧lわし始めた。全英約12mmで鰯粂総数が定数に適し，稚魚になった。   

全長約35m沼lで体が完全に被鱗し，若魚になった。  

4．前期仔免の特徴は，油球が卵黄複下方に位置すること，肛門が卵黄から離れていていること，   

膜緒縁辺に紫色寒が発達することなどであった。  

5．前属曲期から後履曲期仔劇Ⅵ特徴は，全体に墨色紫が少ないこと，後閑節骨此方′軌関節部や   

肛門蔽前の膜鰭に塊状黒色塞があることなどであった。  

6．本位特有の幡色縦酌ま雑魚期に形成され始め，岩魚期に完成した。この縦常闇人工確1訃の方   

が天然稚魚よりも′トさい体長で形成された。  

7．前記の特徴によって，本楯の仔稚魚ほ同山科内のコロタイやコショウダイ，セトデイなどと   

かなり！鞘蜘こ区別できると考えた。  

8．本穐の仔稚劇は同…司一雄・のコショウデイ偶魚幾よりもむしろ Haemuiinaeグ）〃飢川棚流用   

姉川壷パや0γ£んopγgβ£よぷC／げプβOp加8などとよく顆似していた。  

終りに，本研究を行うにあたり，種々御指導をいただき，さらに論文の御校閲をたまわった三  

螢大学水産学部鈴木 清博士と京都大学虚字部岩井 保博士，ならびに械常盤度会般にわたり御  

指導，榊助督をいただいた水産庁養殖研究所宿所朝彦博まに深甚ク）謝意を表する。また，糀々有  

益な御肋甫をいただいた三並大学水産学部森＋潜心郎博士および戊崎県水魔試験場北島 力博士，  

科料生物の培薬に関して絶大な御協力をいただいた水産庁塞殖研究所間内正磯風と三菰県栽培漁  

業センタ州平野傑タき氏，仔稚魚の飼育や飼料生物の管軋 培養に御協力をいただいた三盛大学水  

産学部大学院生津本欣吾氏，同率論学生翳附宏幸氏，伊澱忠治氏，岡沢孝治氏，佐磯・淳氏に厚  
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